
は じ め に

前稿「子どもという人間の理解（1）―ベークマン

の現象学的教育学 1」において、教師の専門性を「子

どもという人間」への理解と規定し、さらに、「子ど

もという人間」への現象学的な理解を深めることによっ

て、教師の専門性が高まることを論証する試みを行っ

た。さらに、別稿「実習における教育的契機への反省

的記述―反省的な幼稚園教員養成のための一方策 2」

においては、教育実習において実習生が出会った「判

断に迷った場面」を「教育的契機」と名づけ、その状

況とその際の実習生の行為、その背景にある判断、幼

児との関係性とその変化について記述を行うことで、

実習生の判断の背景にある前理解についての現象学的

な反省（リフレクション＝省察とも呼ばれているが、

ここでは現象学的な意味を強調するために「反省」と

している）を深めることを目指した。前者の主眼は子

どもという人間そのもののあり方を現象学的に理解す

ること、後者のそれは実習生のもつ子どもや教育に関

する前理解への現象学的反省と言えるが、どちらの場

合にも、いかに現象学的な態度で記述を行うかがトピッ

クとして持ち上がってくる。

現象学的な方法に関して筆者は、上述の前稿におい

て、ランゲフェルトの後任でありオランダユトレヒト学

派の継承者であるトン・べークマン（A. J. Beekman,

1929 ） によって 「参与的経験 （Teilnehmende

Erfahrung）」と名付けられた独自の方法について、

彼が目指した現象学の民主化における意義と方法論的

長所の解明を行ったが、現象学的記述の具体的な訓練

に関しては課題が残されていた。しかしべークマンは、

オランダのユトレヒト大学でのゼミナールに加え、ア

メリカのミシガン大学に滞在し、子どもの遊び場など

について様々な現象学的記述の実践の授業を行うなど

している 3。そこで本稿では、べークマンがユトレヒ

ト大学において 1974年から 1986年まで実施していた

「現象学の遂行」の授業の過程において現象学的記述

の訓練がどのように行われていたかを分析し、その方

法論に則って筆者が自身のゼミナールにおいて実施し

ている現象学的な記述の訓練の実践報告を行い、その

意義について考察を行う。

1．ユトレヒト学派の現象学的記述とその民主化

1 1．ユトレヒト学派の現象学的記述

1950 年頃にヒューマニズムと人格主義を鍵概念と

して集まった心理学者、教育学者、精神科医、犯罪学

者、法律学者らによって構成されたユトレヒト学派 4

では、読者を状況に対する深い共感の世界へと引き込

む卓越した現象学的な文章がものされた。ヴァン＝マー

ネン（van Manen, Max, 1942～）によれば、生活世

界の重視と具体的な状況において自明視された特質に

関心を払うという点でユトレヒト学派の方法にはエス
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ノメソドロジーや文化人類学における「厚い記述」な

どとの類似点が見出され得るが、これらと比べてユト

レヒト学派ではより哲学的人間学と実存主義的な色彩

が色濃くみられる 5。

ユトレヒト学派においては、旅行、病の床、会話、

隠れ場所、ホテルの部屋、車の運転などといった人間

が日々の日常生活において出会う様々な出来事が現象

学的心理学及び教育学の研究対象とされ、「状況分析

（situation analysis）」と名付けられた方法でその経

験の意味の解明が行われてきた 6。

ユトレヒト学派の「状況」概念は、人間を「状況－

内－存在」と捉えるサルトル（Jean Paul Sartre,

1905 1980）の影響下にあると考えられる。すなわち

状況はすべて、私の状況であり、私は私の存在のしか

たにおいて、私自身で私を選ぶのである。私は、偶然

のうちに与えられた状況の意味を解釈し、それをのり

越え、その意味を変容していく。ある状況がいかに解

釈され意味づけされているかを分析することで、我々

が未来に向けて自己を投企していくその方向づけがな

されるのである 7。

「状況分析」は、1）日常の生活経験を素材として集

め、2）その経験の構造的な要素を考察し、3）それら

を実践的行為に向けて定式化するという 3つの要素が

巧みに組み合わされた形で行われてきた。こういった

現実の、あるいは想像上の様々な生活世界における経

験に関して分析的な記述を使用することによって、状

況の基本構造が姿を現すことになる 8。

たとえば、我が国でも翻訳が出版されているヴァン・

デン・ベルグ（J. H. van den Berg）の『病床の心理

学』では、病の床に就いた人の心理が極めて巧みに描

写されている。ここでは冒頭部分に描かれる「ある家

庭の父親の報告」について「状況分析」の視点から少

し見ていくことにしたい。

1）日常の生活経験

ここでは短期間に回復するが、明らかに気分がすぐ

れず、二、三日寝込まなければならないという病気に

罹った父親の経験が記述されているが、これは日常的

に我々が経験し得ることである。

2）経験の構造的な要素

・世界の狭隘化：病気に罹った「私」にとって世界は

ベッドで身を横たえている場所に限定され、日常の

生活が行われている階下や、外の路上から自分が除

外されていると感じる。

・時間の限定：将来と過去とは輪郭を失い、限られた

現在のなかにのみ限定される。

・研ぎ澄まされた身体感覚：健康な時には意識しない

身体的存在を鋭く自覚する。

・視点の固定化：身近にある壁紙や絵に執着しそこに

意味を見出そうとする。

・身につけるものからの呼びかけ：今は用をなさなく

なった外出用の衣服や靴、帽子といったものからの

呼びかけを発見する。

3）実践的行為についての定式化

本書ではこのあと、慢性病や死に向かう患者の心理

についての現象学的な分析が続き、その後見舞客に対

する諸々の助言、医師と患者についての助言が書かれ

ている。これは、病床にある患者の心理についての現

象学的分析を受けて、それをいかに実践的行為へとつ

なげるかという提言と捉えることができる 9。

このように、短期間であるが、しかしその直中には

その人の棲む世界の有り様を完全に変容させてしまう

といった、誰もが経験したことのある状況についての

記述から始められることで、読者は自身の経験を想起

し、自身が共通して持っている感覚を喚起される。そ

して、病床にある人の置かれている状況へと自らを引

き入れられた読者は、その状況における何らかの実践

的行為へと呼びかけられることになるのである。

1 2．現象学の民主化

1965年にユトレヒト大学の教育学部に着任したべー

クマンは、経験科学的な教育学を擁立する研究者らの

批判に抗し、ユトレヒト学派の伝統を守ることに力を

注いだ 10。そして、従来のユトレヒト学派の研究者た

ちの現象学的な記述が、「才能にあふれ」、「素晴らし

い」分析を行うことができるごく一部のエリートによっ

てのみ可能であるものと指摘し、その「民主化」を訴

えたとされている 11。現象学の「民主化」は、エリー

トではない学者や教育学の初学者である学生にも現象

学記述をある程度可能にすることを意図する。もちろ

ん、全ての人がユトレヒト学派の研究者たちと同じよ

うにすぐさま現象学的な状況分析を行えるわけではな

い。「現象学的方法のもつ解釈学的な厳密さと芸術的

な感受性は、統計の手続きなどが誰にでも訓練次第で

可能になるのとは違って、ある種『訓練しがたい』能

力を必要とする 12」。

上述の通り筆者は、この現象学の民主化のための試

みのうち「参与的経験」について別稿ですでに考察を

行っている。「参与的経験」は子どもの風景へと研究

者が自ら足を踏みいれ、子どもの生活世界の有り様を
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できる限りありのままに経験するという意味で現象学

的な態度を身につけることを目指すものであった。こ

れに対して、本稿で扱おうとする「現象学的記述」は、

子どもの置かれている状況をいかに現象学的な仕方で

記述するかという点に主眼が置かれるのである。

「現象学的記述」を具体的に行うためにベークマン

は、1974 年にユトレヒト大学の彼のコースに新しい

要素「現象学の遂行（doing phenomenology）」を導

入した。学生は自身の生きられた経験として「暗闇に

おいて恐れること」「眠りにつくことと目覚めること」

といった特定のテーマ、あるいは「初めて学校に行っ

た日」「初めての自転車」「初めて他人の家に泊まった

こと」といった初めての経験に関して記述することを

求められる 13。

この授業の内容に関して、ベークマンとその共同研

究者であるローレン・バリット（Loren Barritt）、ハ

ンス・ブレーカー（Hans Bleeker）、カレル・ムルデラ

イ（Karel Mulderij）が、実際に「暗闇における恐怖

の分析」を行った事例に基づいて論文「現象学的記述

の分析（Analyzing Phenomenological Description:

以下「分析」と略す）14」を共同執筆している。次章

では、この論文を主に参照して、現象学を初めて遂行

しようとする学生が、状況分析を通じて経験における

テーマを定式化し、現象学的記述の手懸かりを得てい

く方法について考察したい。

2．現象学の遂行の手順

2 1．経験の記述

ベークマンらは、まず学生に自らの「暗闇における

恐怖」に関する経験について 1頁か 2頁の短い記述を

することを求める。道具的方法によって伝達可能では

ない現象学的記述を最初から遂行することは困難であ

るが、さしあたって「可能な限り記述的（主観･感情な

どを排して）事実に基づいた言語を差し込み、自分が

書いているもののなかに解釈や因果関係に帰するもの

を差し込まないように警戒すること。事実性の詳細に

没頭してしまわないこと［APD2］」に留意した記述

が試みられる。経験を個人によって「生きられた経験」

として記述的に（傍点筆者）記述するよう努力するこ
・・・・

とが必要なのである。

学生たちが自らの記述を完了したところで、次にそ

のうちの幾つかの記述が選び出され（「暗闇における

恐怖」の場合には暗い夜道を通って家に帰るという 3

つのテクストが提示されている）、学生たちは自らの

経験に基づいた記述との比較を行いながら他の人のテ

クストを読む。この時点で、主観的な経験である「暗

闇における恐怖」に、共有された質が見出されるとい

う間主観的な（傍点筆者）同意を見ることが多く、そ
・・・・・

のことによって参加者は興奮するという［APD1]。

「分析」においては 2つの記述が暗闇の恐怖を生き

られた経験として語る質をもつものとして紹介されて

いる。紙数の都合上、［記述Ⅰ］は省略し、より喚起

的な文章であると考えられる［記述Ⅱ］を以下に一部

引用する。

［記述Ⅱ］

電柱と最後の家が見えなくなるやいなや、自分が暗

闇に囲い込まれたと感じる。闇は完全にあなたを包み

込みあらゆるところに存在する。何かがあっても姿を

現さないということに不安を覚える。たとえばそれは、

犬を怖がるのとは異なっている。あなたは犬を知って

いるし、長い棒で犬から身を守ったり他の道を通った

りすることができる。暗闇は別の意味での敵だ。私は、

それがいったいどの方角から来るかを正確には知らな

いので、一度にすべての側から脅かされていると感じ

る。急いでこの暗い道を進みながら、私の眼はどんな

動きも見逃さない。私は耳に入るすべての音の意味を

確かめようとする。なにも変わった物音を聞かなかっ

たら、いくらかほっとする。鳥が突然飛び立っただけ

だ。風が梢を通り抜けたのだ。音の正体を確かめ、名

前を付けることで私は気持ちを落ち着かせることがで

きる。しかし、目を凝らし耳を澄ましていたとしても、

背中はいつも無防備だということを感じている。「そ

れ」は後ろから来るかもしれないのに、まだ私は後ろ

を振り向いていない。自転車のペダルをとびきり激し

くこぐことで、私は背中が安全だと思おうとする。私

は自転車に乗っているし、それは私を守ってくれる。

突然、恐怖でこわばってしまう。まるで足が麻痺した

かのように。誰かあそこに立っているのか？

何かの形が不意に私の前にたちはだかる。人間の形

だ。近寄ってみて私は安堵のため息をもらす。なんで

もない。ただの茂みだった。私は何でもすぐに人の形

だと思いこんでしまうようだ［APD3］。

これに対して生きられた経験を記述しているとは言

い難いものもある。比較のために以下に記述Ⅲを引用

しておく。

［記述Ⅲ］「暗闇」という語は、我々の言語使用にお

いては、ある種の不吉な意味をもっている。「暗い時

間」が陰鬱な印象をもっているというように。また、

この語の「適切な色合い」は、何かしらそれを脅かす

ようなものをもつ。多くの文化において、暗いという
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語はこの意味をもつ。光がよきものであった創世記の

物語の例と、何か悪いものを含意する暗闇とを比べて

みればよい。

暗闇の形式と人々が暗闇に対して示す恐れの量とは

文化によって異なる・・・。さらに個人によって異な

る。ある人は他の人よりもずっと怖がりだったりする。

暗闇のもつ不快で不吉な性質は誰にでも何らかの影

響を与える。闇のなかではよく知っているものも不吉

になる。不吉さがあなたを取り巻き、それは場所を特

定することができない。日中は気にならない音も夜の

静けさのなかでは恐怖を呼びおこす。

暗闇がもたらす脅威、不確かさは、他の人と一緒に

暗闇を「渡る」ときよりも、暗闇のなかを一人で歩く

ときより不快なものとなる。他の人と一緒だという知

識と信頼が暗闇の力をあまり怖くないものに変えてく

れるのだ［APD3］。

この記述は、出来る限り客観的、分析的な形で暗闇

について語ることを目指している。従来のアカデミッ

クな意味では善い記述の例とされるのはこちらの後者

であるとも考えられるが、「個人的な経験」を「内側

から」書くことを目指す生きられた経験を記す現象学

的な記述という観点から見れば不十分だと言える。ベー

クマンらはこの種の記述によっては「ある人が暗闇に

取り囲まれたときに恐怖を感じているその感情、思考、

反応について我々は理解することはできない」と考え

る。そして、「記述を欠いた分析の例」として［記述

Ⅲ］を手厳しく批判している［APD4］。

そうではなく、彼らが学生の記述に求めるのは次の

ようなユトレヒト学派の現象学における基本的な態度

なのである。「我々は、可能な限り我々がその経験を

しているとき、あなたにとって、我々にとってそれが

どのようなものであるか、ということを取り戻すこと、

自明だと受け取られていることを意識に上らせること

を望んでいる［APD4］」。

2 2．テーマ分析

続けて、書かれた記述を分析する段階に入る。この

分析の目的はそれぞれによって書かれた記述における

共通の「テーマ（theme）」を見つけだすことである。

「テーマ」という語は、文芸における主題、音楽にお

ける楽曲に表現されるべき理念 15 と捉えられるが、

ユトレヒト学派において用いられる際にも概念的には

通底するものがあると考えられる。テーマ分析の方法

を継承発展させているヴァン＝マーネンによれば「経

験の諸構造」、「その経験を成り立たせている構造 16」

と定義される。

それゆえ、いくつかの記述を分析していくことで浮

かび上がってくる共通のテーマを、その経験の「基本

構造」と言い換えることもできるのだが、彼らの手順

としては個々がそれぞれの記述を読んで「重要な要素」

だと考えたものを挙げ、それをグループの中で比較共

有していく。その際重視されることは「それぞれの記

述を新鮮な目で読むように努めること」であり、そう

することで「重要なモーメント（moment）が言語の

フレームワークから飛び出してくる［APD6］」。ここ

ではたくさん選択することについて不安がる必要はな

い。

「モーメント」という語を明確に概念定義すること

は筆者の力不足から困難であるが、「瞬間、時点、契

機、節目、重要性」等の意味をもつ「モーメント」と

いう語の使用には、「火花の如く飛び上がってくる

［APD6］」というような時間性、力動性が意図されて

いると考えられる。リストアップされたモーメントは

以下の通りである。

記述Ⅰ

1．家までの道のりをすべて思い浮かべ・・どの場所

が最も「危険」かを考えていた。気持は別のところ

にあった。

2．森。予想していた以上に暗く、おどろおどろしい―

一番よい入り口を探した。

3．なるべく音をたてないように努めた。

4．小枝を踏んで―脅威に悩まされた。

5．身をかがめた。

6．注意深く後ろと横の方を見つめた。

7．独り言を言った―それはなんの助けにもならなかっ

た―まるで誰かほかの人が自分に話しかけているか

のようだ。

8．物音がする。息を凝らし、自分を小さい、無意味

なものと感じ、心配になった。膝がふるえる。

9．鳥、ふくろうだ（怖がらなくても大丈夫だ）。

10．もっと早く進もうとする。

10．目を見開き、耳を澄ました。

12．手が汗ばんでくる。

13．茂みを越えてほっとする。

14．誰かが見えたように感じた―間違いだ（安心）。

15．長い時間が経ったように思える―終わりがないよ

うに思えるほど長い。

16．お金をもらっても戻りたくない。

記述Ⅱ

1．暗い道・・私に向って大きく口を開いている。
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2．不安と頼りない気持ちでその道へと踏み入る。

3．最後の街灯と家。そして私は自分が暗闇に同化さ

れたように感じる・・それはあらゆるところに存在

する。

4．正体を現さない・・何ものかについての心配。

5．急いで進む。

6．瞳を凝らし、耳を研ぎ澄ましてどんな音もその正

体を確かめようとする。

7．音の正体を確かめることができると安心する。こ

れは鳥だ。これは風だ。

8．背中は無防備だ。

9．後ろからは弱いのに、まだ後ろを見ていない。

10．ペダルを激しくこぐことで・・後ろを守ろうとす

る。

11．私は自転車に乗っていて・・警戒を怠っていない。

12．驚いて・・足が麻痺してしまったようだ・・誰か

がそこに立っている？

13．近寄ってみて・・安心した・・なんでもなかった。

14．最悪なのは・・ここで人と出会うこと・・不信感・・

善意をもつことは不可能だ。

15．最初の街灯、光、家々、深くため息をつき安心が

私をとらえる。

16．後ろを見ると、―暗闇は遠ざかっていく。

17．もしここで人と出会っても、もう恐れることはし

ない。

記述Ⅲ

1．暗闇の不吉で不快な性質。

2．それはあなたを取り巻く。

3．音は・・恐怖を呼び起こす。

4．不確かなものが暗闇からやってくる。

5．一人で歩いているときはさらに不快だ［APD6 7］。

2 3．テーマの定式化

モーメントが書き出されたところで共有が行われ、

記述者本人からのコメントや補正が行われる。記述者

は分析者の洞察を拒否する権利までは持たないことに

なっており、あくまでコメントをすることによってよ

り正確な定式化へとつなげることが目的である。

こうして、記述者本人によって使用されている言葉

を用いることで予備的な選択ができあがり、ここから

テーマの定式化へと続いて行く。ベークマンらの方法

においては、テーマは、記述に誠実であることに留意

しながら定式化されるが、記述された文章それ自体に

テーマが含まれるというよりは「行間」を読みとるこ

とで定式化がなされていく。この定式化は恣意的なも

のであり、その間主観性をより高めるために、グループ

内での比較が行われ、活発な議論がなされる［APD7］。

そして、以下のような共有されたテーマのリストが作

成される。

1．暗闇を経験する際には、前もって不安にかられる

2．暗闇は身体全体を包み込み、取り囲んでしまう

3．同定できない音によって驚かされる。その正体を

明らかにすることで恐怖は退く

4．物体を見ると信頼できない他の人間の姿を想像す

る、同定することで恐怖は退く

5．早く通り過ぎたいという思いに駆られ、急ごうと

する

6．高められた意識、より注意深く耳を澄まし、眼を

凝らそうとする（この感覚は聞いたこと見たものに

驚くことに矛盾するものであるにもかかわらず）

7．後ろ側は護られていない

8．明るいところ、人気のあるところに戻ったとき、

心配と不確かさから救われる［APD7］

記述者本人の言葉を用いて選択されたモーメントか

ら、経験の基本構造を表すテーマへの移行に関しては、

彼らも言及している通り「恣意的」で、「行間を読む」

ことによって可能となり、あくまで直観によるところ

が大きいようである。しかし、ベークマンらはこの段

階において「特別な能力を要求はしない［APD7］」

と判断している。この点に関しては、次章で示す筆者

自身の追試においてもある程度考察可能であるが、さ

らなる探究が必要と思われる点である。この「テーマ

分析」の手順に関しては、ヴァン＝マーネンもアルバー

タ大学でのコースにおいて継承発展させており、著書

『生きられた経験の探究 17』の中で頁を割いているの

で、別稿にて検討することにしておきたい。

ところでここまでは、グループ内での記述の中で、

ある一定の基準（例えばここでは、ほとんどの記述者

が暗闇の中で一人でいるときに感じる恐怖について書

いているし、記述者は全て西欧世界の住人である）に

おける分析を行うことでテーマが導きだされてきた。

これに対して、記述にヴァリエーション（現象学的変

奏）を意図的に組み入れていくことで、経験の基本構

造がさらに強みをもったものとして同定されると考え

られている［APD10］。

ヴァリエーションとして考えられるのは、まずは異

なった状況における暗闇の恐怖に関する記述を組み入

れることである。例えばアフリカやアジア、ラテンア

メリカなどの異なった文化環境における暗闇の恐怖や、
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夜に一人で家にいるときのような別の物理環境、さら

に他者と一緒に暗闇にいるといった異なる社会的環境

について分析してみることも有用だとされる。「分析」

において使用されているのは、40 人くらいで洞窟探

検ツアーに参加したときに灯りが消され、暗闇の恐怖

を探検した事例である。ここでは多くの人々が同一の

場にいるにもかかわらず、記述者は恐怖を感じている

ことが分かる。そして、「他の人と一緒に暗闇にいた

としてもやはり孤独で恐怖を感じる」というヴァリエー

ションが加えられる［APD10 11］。

これらのヴァリエーションをも考慮に入れ、表 1の

作成をもっていったんこの作業は完成とされるのであ

る。そして、グループ内での記述の分析という枠組み

を離れて、さらに経験の意味を強化するために異なっ

た種類のヴァリエーションを加えることが提案されて

いる。

2－4．他の情報を分析に加える

詩や小説、日記、民話、絵、録音されたテープ、観

察、インタビューなどの素材を用いてここまでの記述

を補強する。ただし、この際留意せねばならないのは

「いかに面白いか」ではなく、「生きられた経験につい
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てどのくらい適切な事実に即した姿を与えてくれるか」

ということである。

ベークマンらのグループでは『トム・ソーヤーの冒

険』の中で、トムが一緒に墓場に行くためにハックル

ベリ・フィンを待っている以下の場面が最適だとされ

ている［APD11 12］。

・・・横になったまま、じっとしていました。そし

て、じっと暗やみの中を見つめていました。なにもか

もが、気味の悪いほど静まり返っていました。やがて

そのうちに、その静けさの中から、やっと聞こえるか

聞こえないくらいの物音がして、それがだんだんと大

きくなってきました。時計のチクタクいう音が自然と

耳に入ってくるようになりました。この家の古いあち

こちの梁が、ひび割れをおこすような音を、なぜだか

分かりませんが、たてはじめました。階段が、ギシ、

ギシと、かすかにきしみました。幽霊がさ迷い出てき

たにちがいありません。規則正しい、覆い包んだよう

なイビキが、ポリーおばさんの部屋から聞こえてきま

した 18。

この場面でトムはベッドに横になってハックルベリ

が呼びに来るのを待っているのだが、暗闇の中でこれ

から墓場へ行こうという状況において、とりわけ聴覚

が研ぎ澄まされていることが了解できる描写である。

この経験においては、とりわけ音が意志をもつという

ことが強調され、そこから「幽霊」の存在という結論

へとつながる。暗闇の中で聞こえる音に何か分からな

いものの意志をあてはめるという経験は、多くの人に

共通するものだと考えられるが、ここでベークマンら

は幽霊が暗闇の中で生きているという想像を「子ども

の想像に過ぎず、大人は人の形を見る［APD12］」と

断定する。

この見解に関して筆者はすぐに同調することはでき

ない部分があるが、もっとも、ここで述べておかねば

ならないのは大人と子どもとの対比の問題である。大

学の授業の中で行われる経験の記述は、それが子ども

時代の経験を想起するものであったとしても、やはり

大人によるものであることは否めない。我々が知りた

いと欲するのは子どもの経験であるが、実際には子ど

もにインフォーマントとして経験を語ってもらったり

記述してもらったりすることは難しいし、現象学的に

意義のある記述が得られるという保証はない。であれ

ば、大人が記述した経験を補強するものとして、やは

り子どもの経験を描いた文学作品や絵本、など上記の

素材を用いていくことが重要となってくると考えられ

よう。上に引用したトム・ソーヤーの経験の描写は小

説素材としてはたしかに最適であると言えるだろう。

この小説は著者マーク・トウェイン（Mark Twain,

1835 1910）自身や彼の周囲にいた人々の子ども時代

の実際の経験を描いたと言われており 19、その意味で

は子ども時代の経験を想起した事例として用いること

に意義がある。さらに後述するように、筆者はルソー

の『エミール 20』や絵本『モチモチの木 21』なども素

材として用いている。

2－6．現象学的記述へ

前節のような手続きを経てさらに補強されたテーマ

は、人間の主観的経験における共有された質を表すも

のとなる。卓越した資質をもつ現象学者でなくとも、

グループワークによって各自の経験を共有し、話し合

いを重ねることで、暗闇の経験の基本構造を現象学的

に導き出すことが出来ていると考えられ、これはまさ

に「現象学の民主化」と言い得るだろう。

ここまでの予備的分析を経て暗闇における恐怖につ

いての現象学的な記述によるレポートを書くところま

でで完成となる。

レポートを書く際に留意すべきなのは、「意味が強

く、明瞭に表れる」ようにするために科学的な研究に

おける書き方の規定、禁止事項を「自由に無視する

［APD15］」ことである。これは方法論におけるアナー

キストを自ら称する 22 ベークマンらしい言葉の用い

方であると言える。さらにここで必要とされるのは

「客観性へのばかげた注意」ではなく、「読者にとって

（分析された経験の意味が：筆者註）理解できるよう

に」「明瞭に書こう」という努力によって「言語に注

意を払って、厳密に用いる」ことである。そのために

は他の学術的な論文において使用が禁止されている

「わたし」という代名詞を使うことを躊躇する必要は

ないとされる［APD15］。なぜなら、現象学的記述に

おいては、客観的な事実の説明よりも、主観的な経験

の方が重視されるからである。

3．筆者の授業における状況分析の試み

2007年 11月、3回生のゼミ生 10名を対象に、「現

象学的記述の分析」を参考にしつつ以下のようなかた

ちで「暗闇の中の恐怖」についての状況分析を試みた。

3 1．暗闇に関する文献、絵本の読み合わせ

子どもは暗闇をどのように経験しているか。まず、

「暗闇」についての想起の端緒とするために、『エミー

ル』の中にあるルソーの子ども時代の暗闇の経験の部
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分の読み合わせを行なった。ルソーは自身が親戚の家

で経験した肝試しの折の記憶を語っており、そこには

暗闇の中一人で教会まで行くことの恐怖が描かれてい

る。さらに、学生同士で子どもと暗闇の関係を描いた

絵本『モチモチの木』の読み聞かせを行った。10名

のゼミ生のほとんどが『モチモチの木』の名前は知っ

ていても実際に読んだことがないという状態であった。

山の上の家で猟師の祖父と二人で暮らしている臆病な

豆太が、突然病気になった祖父を救うために勇気を出

して暗闇の中、山を下りて医者を連れに行く物語であ

る。ここまでの手続きにおいて、暗闇の経験に対する

学生達の意識を喚起した。この手続きは「分析」にお

いては行われておらず、その適切性に関しては確証が

ない。

3－2．自らの経験の想起と記述

論文「分析」における現象学的な記述のための提案

1に即して記述を行なう。その際 2 1において示した

記述のための留意点を以下のようにパラフレイズして

学生に示した。

1．単独の経験について書くこと

2．因果関係によって説明することを避ける

3．事実性にこだわり過ぎない

20 分程度の時間を用い、それぞれが自分の経験を

想起しながら記述を行った。

3 3．グループ討議によるテーマの抽出

記述には授業者の指示通りほぼ 20分程度の時間を

要した。その後、全員がそれぞれの記述内容を読み上

げる。参加者は、自らの記述した経験と他の発表者の

それとを比較し、ときに共感しながら発表に聞き入っ

ている。教師が、発表の中からモーメントであると考

えた部分を黒板に書く。

多くの学生は自身が暗闇の中で恐怖をいだいた際の

身体的な感覚を十分に想起している。この意味で、生

きられた経験のモーメントを抽出することができたと

言えるだろう。次に、全員の発表を終えた後、2人ず

つの 5グループに分かれ、板書されたモーメントを分

類する作業を行なった。それぞれのグループの発表が

行われるごとに、他グループから共感の声、新たな視

点への賛同の声が上がった。そして、それぞれのグルー

プから出されたカテゴリーはさらに話し合いを経て、

以下の 6つのカテゴリーへと集約された。

①音に関する感覚が研ぎ澄まされる

②人や物が異質なものと感じる

③以前の経験の記憶が蘇る

④行動を制御する

⑤錯覚が起こる

⑥逃れることで安心する

3 4．先行研究との比較

その後、先行研究において提示されている 8つのテー

マについて書かれたプリントを配り、全員で読み合わ

せを行なった。

学生達は、先行研究における 8つのテーマに接して、

暗闇の恐怖が時代や国、言語を超えて共通のものとし

て経験されることに驚いた。ここで、学生は「間主観

性」という語の意味を体感したといえる。また、板書

されたモーメントを学生がグループワークによって分

類したカテゴリーが、「分析」において示されている

テーマと非常に近似していることも方法論的に非常に

興味深いと言える。

その後、さらに先行研究における暗闇の記述の事例

を読み合わせしたことにより、学生達の暗闇の経験に

対する理解が深められたものと思われる。この度の試

みはゼミナールの時間を一時間用いて行ったものに過

ぎず、計画も行き届いていたというにはほど遠く、今

後授業において時間をかけてこの試みを実施していく

予定をしている。

お わ り に

前稿において、ベークマンらのグループの教育学研

究は「援助に満ちた洞察」を得るために行われると述

べた。「分析」でも、自分達の試みに関して次のよう

な意味づけが為されている。「例えば、校長がスケジュー

ルの変更や新しい規則、新しいカリキュラムを導入

しようとしているとき、もし教師や生徒、親たちの

現在の状況における経験の意味を探究しようとしてい

たなら、その判断はより善いものとなりうるだろう

［APD15］」。

「父親や母親がリビングルームにくつろいで、『お父

さん、こわいよ。暗いよ』という子どもの泣き声に

『怖いものなんて何もないから早く寝なさい』と応え

ているのを聞いたことがないか。時々、両親は一緒に

部屋まで行き、電気をつけて怖がるものなど何もない

ことを子どもに言い聞かせることもある。これは何ら

解決にはならない。このことは問題への返答にはなっ

ていない。恐怖の対象は、真っ暗な、周りを取り囲ん

でいる暗闇なのであるから。それは、明かりのもとに
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は存在しない。明かりを付けても、誰一人何一つ見る

ことは出来ない［APD15］」。

暗闇における恐怖を現象学的に探究してみることで、

上述したような状況において、我々が大人としていか

に行為すべきか、行為の方向性を決定づける要因とな

り得る。すなわち、子どもがある状況をどのように経

験するかを現象学的な仕方で理解することで、我々が

教育的な判断を迫られるなんらかの状況において、よ

り子どもにとって善いと思われる方向へ向けて行為す

ることが可能になると考えられるのである。このよう

に、ベークマンらの研究はあくまでも実践的な立ち位

置を離れない。

しかしこのベークマンらの方法は、オランダの科学

雑誌において主観性と結果の一般性（普遍性）の欠如

という点で強烈に批判された。当時のオランダの学術

環境においては、質的研究の方法を研究方法として同

様の価値があるものとして認識することは受け入れら

れなかったし、綿密さの欠如という面で哲学的基礎は

とりわけ批判された 23。

竹田は、著書『現象学は〈思考の原理〉である』の

冒頭箇所においてヴァン・デン・ベルクの文章を引用

し、その現象学的な立場は「反客観主義、反科学主義

という以上の明確な射程をも」たないもので、彼の現

象学は「あんまり噛み砕きすぎ」な説明 24 にすぎな

いと厳しく批判している。この点に関して、上述の

オランダでの批判と論点として重なるところがあると

思われる。ここでは哲学的な議論は差し控え、ベーク

マンの主張する「社会的なアクションを主題とする科

学 25」としての教育学研究において、なかんずく教師

教育の実践において、彼らが行っている「状況分析」

をはじめとした「現象学の民主化」の意義を強調して

おきたい。

実際、オランダ語で出版された現象学的研究の遂行

のためのガイドとして「教育における現象学的研究の

ためのワークブック 26」は多くの学生やその他の人た

ちが生きられた経験を分析する道筋の最初の段階とし

て役立てられ、その後長い間、この本は教育学におけ

る質的方法への導入として用いられていたという 27。

さらに、グループワークを中心とした授業を 70年

代から行っていたという点も着目される。現在初等中

等教育においても、さらに大学においても着目され、

新しい授業形態として研究実践が行われるようになっ

てきていることを考えると、ベークマンらの試みの先

進性が明らかとなるのではないだろうか。

現在ユトレヒト大学では、コルトハーヘン（Fred

A. J. Korthagen）らのグループを中心としてリアリ

スティック教師教育学の手法が開発され、経験への

リフレクションを中心に据えた教師（ここには教育

実習生や現職教員の他、保育者、ケアワーカーなども

含まれる）の専門性向上のためのワークショップ方式

の研修がオランダのみならずヨーロッパ各地、アメリ

カにおいても盛んにおこなわれるようになってきてい

る。わが国でも武田によって訳書『教師教育学（The

Pedagogy of Realistic Teacher Education）28』が出

版され、教師教育学の考え方を日本に広めていこうと

する動きが出てきている 29。この方法論の根底に教育

学の起点として教育の実践が生起している場を重視す

るランゲフェルトをはじめとするユトレヒト学派の現

象学の気風が底流にあることは間違いないであろう。
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Understanding Children Becoming Human Beings（2）

:Analyzing Phenomenological Description

Faculty of Child Sciences, Department of Child Sciences

Naoko MURAI

Abstract

Ton Beekman, one of the successors of the Utrecht School, tried to democratize phenomenology by means

of having class named “doing phenomenology” in Utrecht University from 1974 to 1986 in order to understand

the life world of children. This article is an attempt to explicate the significance of his procedure. To do so the

article “Analyzing Phenomenological Description” is analyzed. In this article basic structure of the experience

of afraid in the dark is made an appearance through the student’s group work. And the result of the experi-

ment I conducted in my seminar draw on this article is introduced. It is showed that his procedure to do

phenomenology by students is useful to understand children’s experience.

Keywords: Utrecht School, phenomenological description, situation analysis, darkness, understanding children
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